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　豪雪の影響で、２月12日に予定していた雪
まつりが中止となった金沢地区。同月18日の
『金澤八幡宮ぼんでん』では、春への思いをは
せ、若衆たちが希望に満ち溢れた表情で参道
をかけあがりました。（関連写真９ページ）

いざ、梵天奉納！
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今
回
、
提
案
さ
れ
た
『
地
域
づ
く
り

計
画
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
十
分

に
出
て
い
て
、
い
ず
れ
も
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
度
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
練

り
上
げ
た
こ
の
計
画
を
地
域
の
皆
さ
ん

が
育
て
て
い
く
番
で
す
。
地
域
づ
く
り

計
画
を
〝
絵
に
描
い
た
餅
〞
に
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
取
り
組
み
に
、
ど
れ
だ
け

地
域
の
皆
さ
ん
が
関
わ
り
を
持
て
る
か

が
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
か
ら
地

域
の
取
り
組
み
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
を
協
議
会
や
地
域

局
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
て
、
よ
り
多
く
の
住
民
参

加
の
も
と
で
、
〝
お
ら
ほ
の
地
域
〞
か

ら
横
手
市
を
元
気
に
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
横
手
市
長
　
五
十
嵐 

忠
悦

新たな〝まちづくり〟の取り組みが始まります

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
連
携
強
化
を

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
＆
地
域
づ
く
り
協
議
会
活
動
報
告
会

自
分
た
ち
で
決
め
る
ま
ち
づ
く
り

　
２
月
12
日
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
と
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
報
告
会
が
、
平

鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
で
は
、
羽
後
町
の

美
少
女
イ
ラ
ス
ト
入
り『
あ
き
た
こ
ま
ち
』

の
仕
掛
け
人
で
知
ら
れ
る
山
内
貴
範
さ
ん

が
、
「
人
材
育
成
が
地
域
を
拓
く
」
と
題

し
講
演
。
山
内
さ
ん
は
、
地
域
お
こ
し
に

は
①
好
き
な
こ
と
や
興
味
の
あ
る
こ
と
を

や
る
、
②
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
資
源
に

気
付
く
、
③
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
を

融
合
さ
せ
る
、
④
地
域
の
人
材
を
育
成
す

る
、
の
４
つ
の
要
素
が
欠
か
せ
な
い
と
話

し
、
自
身
が
発
案
し
た
羽
後
町
の
『
か
が

り
美
少
女
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
に
は
企
画
者
の
熱

意
と
５
年
、
10
年
先
を
見
据
え
た
持
続
性

の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
重
要
で
あ
り
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
資
源
や
人
材
を

活
か
す
努
力
が
必
要
と
し
た
上
で
、
「
こ

の
地
域
に
は
優
れ
た
文
化
や
資
源
が
数
多

く
埋
も
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
発
掘
し
て
発

信
し
て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
会
で
は
、
各
協
議
会
の
会
長

が
１
年
間
の
活
動
内
容
や
新
し
い
『
地
域

づ
く
り
計
画
』
の
概
要
な
ど
を
報
告
。
報

告
を
聞
い
た
五
十
嵐
市
長
は
「
各
協
議
会

が
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
意
識
し
て

話
し
合
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

山
内
さ
ん
の
話
に
も
通
じ
る
も
の
で
心
強

く
感
じ
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
情
報
交
換

の
場
を
大
切
に
し
、
他
の
地
域
に
学
ぶ
こ

と
に
も
時
間
と
情
熱
を
費
や
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
フ
ロ
ア
の
参
加
者
か
ら
の
質

問
や
意
見
に
ス
テ
ー
ジ
上
の
市
長
や
各
会

長
が
答
え
る
形
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

事
業
採
択
に
際
し
て
の
優
先
順
位
の
決
め

方
や
、
隣
接
す
る
地
域
同
士
あ
る
い
は
似

た
よ
う
な
事
業
や
共
通
す
る
課
題
を
持
つ

地
域
間
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
議
論
。
例

え
ば
、
り
ん
ご
な
ど
の
よ
う
に
複
数
の
地

域
に
共
通
す
る
特
産
品
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
で
地
域
同
士
の
連
携
が
図
れ

る
の
で
は
…
な
ど
の
提
案
が
出
さ
れ
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
考
と
な
る
意
見
が

交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平成23年度からの『地域づくり計画』

三又ワラビ園
（山内）

大屋梅の里
（横手）

たいゆう緑花園
（大雄）

芝桜フェスタ
（大森）

民俗芸能フェスティバル
（増田）

オカメ桜植樹
（十文字）

平鹿産地産地消給食
（平鹿）

ご利益ウオークラリー
（雄物川）

温故創新＆地域連携
平成23年度からの『地域づくり計画』

　〝地域住民が主役のまちづくり〟を推進するため、昨年４月に
立ち上げられた『地域づくり協議会』の話し合いをもとに、今後
３年間の各地域の『地域づくり計画』が決められました。
　地域にある資源や特徴を見つめ直して地域の元気につなげよう
とする〝温故『創』新〟の地域づくり計画と、地域連携による新た
な〝まちづくり〟の取り組みが平成23年度からスタートします。

自身の体験談や取り組み事例を基に地域
おこしについて語った山内貴範さん

地域づくり協議会活動報告会（２月12日／平鹿生涯学習センター）

　
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
「
地
域
の

こ
と
は
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
一
番
よ

く
わ
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
地
域
の
伝
統
や
資
源
、
あ
る
い
は

課
題
な
ど
を
地
域
に
住
む
方
々
の
目
で

見
つ
め
直
し
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

を
自
分
た
ち
の
発
想
で
提
案
し
て
い
た

だ
こ
う
と
設
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
協
議
会
の
主
な
役
割
は
、
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
や
施
策
に
つ
い
て
意

見
や
提
案
を
い
た
だ
き
、
市
政
に
反
映

す
る
こ
と
と
、
自
ら
の
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
協
議
し
、
事
業
を
立
案
す
る
こ

と
の
２
点
で
す
。
協
議
会
が
立
案
し
た

事
業
案
は
、
市
議
会
へ
の
提
案
、
承
認

を
経
て
、
市
の
事
業
と
し
て
実
現
さ
れ

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
地
域
づ
く
り
協

議
会
は
、
「
何
を

す
る
か
は
自
分
た

ち
で
決
め
る
」
と

い
う
こ
と
が
大
前

提
で
す
。
お
住
ま

い
の
協
議
会
で
ど

の
よ
う
な
話
し
合

い
が
持
た
れ
て
い

る
か
を
知
る
た
め

に
は
、
ぜ
ひ
協
議

会
の
傍
聴（
※
）に

足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。
　

※協議会はだれでも傍聴できます。協議会の日程は市のホームページ
　をご覧になるか、地域局地域振興課までお問い合わせください。

地域づくり協議会委員の構成
■委員総数　　　　126人　■協議会別委員数
・地区会議代表委員 36人　・横手 18人 ・増田　15人
・地域団体代表委員 37人　・平鹿 18人 ・雄物川18人
・識見を有する委員 34人　・大森 15人 ・十文字15人 
・公募による委員　 19人　・山内 15人 ・大雄  12人

『
地
域
づ
く
り
計
画
』を
育
て
る
の
は
地
域
の
皆
さ
ん
で
す

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

地
域
づ
く
り
協
議
会
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春　を待ち、地域に息づく伝統行事　　かまくら × ぼんでん春　を待ち、地域に息づく伝統行事　　かまくら × ぼんでん

てを　 ろどる雪まつりてを　 ろどる雪まつりいいここよよ

連休中にもかまくらを楽しんでもらおうと
２月11～14日の４日間を『Happy かまくら 
four days』と銘打ちイベントを開催。横手
公園では、ライトアップされた横手城とか
まくらの競演が観光客を魅了しました（左）

２月14日のバレンタインデーに合わせ、よ
こてイーストに作られた『ラブ　かま』。
多くのカップルや家族連れなどが愛と絆を
深めました（下）

　
横
手
の
雪

は
、
か
ま
く

ら
・
ぼ
ん
で

ん
終
わ
る
ま

で
…
。

　
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
。
春

を
待
ち
わ
び
る
私
た
ち
に
と
っ
て

特
別
な
思
い
で
迎
え
た
雪
ま
つ
り

で
し
た
。

　
今
年
も
市
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
横
手
な
ら
で
は
の

お
も
て
な
し
の
心
が
、
会
場
を
あ

た
た
か
く
包
ん
で
い
ま
し
た
。

横手南小学校校庭のミニかまくら

情
緒
あ
ふ
れ
る
二
葉
町
の
か
ま
く
ら
。
独
特
の
趣
が
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
ま
す
（
左
）

雄物川町の『かまくら in 木戸五郎兵衛村2011』。黒石
家では、炉端でつきたての餅が振る舞われました（２月
15～16日・上）

子どもたちの笑顔が、たくさんの観光客をあたたかく迎えました（左／横手地域
局前道路公園、右／羽黒町武家屋敷通り）

木
戸
五
郎
兵
衛
村
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
づ
く

り
。
雪
だ
る
ま
や
干
支
の
ウ
サ
ギ
な
ど
を

か
た
ど
っ
た
楽
し
い
ミ
ニ
か
ま
く
ら
が
並

び
ま
し
た
（
２
月
13
日
／
上
・
左
）
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タプロス（株）
横手支店

羽根山 安田原昭和会 横手市職員
労働組合

三枚橋
梵天奉納会

三
等

特
選

永建会

栄友和会 朝倉碇 野球クラブ
横手シャークス

二
等

ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル

ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　
横
手
地
域
局
前
お
ま
つ
り
広
場
（
２
月
16
日
）北上市長賞北上市長賞

一
等

石町 信和会

厚木市長賞厚木市長賞遠野市長賞遠野市長賞

餅
ま
き
も
大
盛
況
！

２
月
６
日
に
秋
田
ふ
る
さ
と
村
で
開
か
れ

た
『
第
18
回
よ
こ
て
ぼ
ん
で
ん
唄
コ
ン
ク

ー
ル
』
。
県
内
の
梵
天
（
14
団
体
）
が
集

う
『
第
１
回
梵
天
の
集
い
in
横
手
』
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
左
）

旭岡山神社梵天奉納祭
　横手地域局前～旭岡山神社（２月17日／左・下）
　今年は梵天33本、小若12本、えびす俵７基を奉納しました

過
去
最
高
の
５
，
０
１
６
句
が
寄
せ
ら

れ
た
「
雪
を
う
た
う
」
市
民
俳
句
大
会

の
選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

過
去
最
高
の
５
，
０
１
６
句
が
寄
せ
ら

れ
た
「
雪
を
う
た
う
」
市
民
俳
句
大
会

の
選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

第
十
三
回「
雪
を
う
た
う
」

　
　
　
　
市
民
俳
句
大
会

　　
　
　
　
　

中
原
道
夫
先
生
選

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】

「
雪
の
音
聞
い
て
ね
て
い
る
ふ
き
の
と

　
う
」　
　
木
村
壮
吾
（
境
町
小
２
年
）

「
雪
下
し
家
が
な
ん
だ
か
軽
く
な
る
」

東
海
林
悠
斗
（
吉
田
小
５
年
）

「
銀
世
界
く
る
り
転
が
し
雪
だ
る
ま
」

樋
渡
颯
育
（
十
文
字
第
二
小
４
年
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】

「
陸
上
部
あ
と
四
ヶ
月
は
雪
上
部
」

最
上
烈
（
横
手
南
中
２
年
）

「
雪
達
磨
流
雪
溝
が
墓
場
な
り
」

鈴
木
尊
博
（
横
手
南
中
３
年
）

「
寒
す
ぎ
て
手
足
も
出
な
い
雪
達
磨
」

佐
藤
瑛
彦
（
平
鹿
中
３
年
）

【
一
般
部
門
】

「
稲
株
の
初
雪
帽
子
並
び
け
り
」

佐
々
木
紀
子
（
雄
物
川
）

「
何
も
か
も
忘
る
る
た
め
の
雪
景
色
」

西
屋
浩
美
（
横
手
）

「
雪
卸
し
蕩
け
る
や
う
に
寝
入
る
な
り
」

池
田
崇
（
横
手
）

【
幼
・
小
部
門
】 

岩
佐
佳
依（
横
手
南

　
小
６
年
）、
猪
岡
優
健（
旭
小
４
年
）、

　
柴
田
森
道（
雄
物
川
北
小
５
年
）、
佐

　
藤
友
哉（
増
田
小
４
年
）、
皆
川
愛
里

　
沙（
植
田
小
１
年
）

【
中
・
高
部
門
】 

佐
藤
匠（
増
田
高
１

　
年
）、
佐
々
木
美
座（
横
手
清
陵
学
院  

　
中
３
年
）、
髙
橋
凌
太（
横
手
清
陵
学

　
院
高
１
年
）、
佐
藤
慎
悟（
平
鹿
中
３

　
年
）、
高
橋
里
佳（
十
文
字
中
１
年
）

【
一
般
部
門
】 

佐
々
木
秀
和（
山
内
）、

　
佐
藤
四
露（
横
手
）、
今
田
洋
子
（
十

　
文
字
）、
竹
谷
は
る
み
（
横
手
）、
伊

　
藤
堅
治（
横
手
）

黒
田
杏
子
先
生
選

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】

「
雷
だ
も
う
す
こ
し
で
す
初
雪
は
」

　
藤
谷
翔
也
（
十
文
字
第
一
小
４
年
）

「
初
雪
は
う
れ
し
い
な
っ
た
ら
楽
し
い

　
な
」  

大
森
瑛
人
（
横
手
南
小
４
年
）

「
初
雪
で
楽
し
く
な
っ
た
よ
登
校
が
」

  

小
松
由
伸
（
朝
倉
小
５
年
）

【
中
学
・
高
校
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特
選
特
選

秀
逸
秀
逸

秀
逸
秀
逸

■長太郎稲荷神社梵天祭（大雄・２月６日）

■金澤八幡宮ぼんでん（横手金沢・２月18日／上）

■
幻
灯
（
増
田
・
２
月
12
、
13
日
）

10
キ
ロ
に
渡
り
３
千
個
の
ろ
う
そ
く
を
点

灯
。
幻
想
的
な
灯
り
が
狙
半
内
地
区
に
訪

れ
た
見
物
客
を
迎
え
ま
し
た
。

梵天奉納の直前、金澤八幡宮の鳥居前で景気づけに激しくもみ合う若衆。子ども
から高齢者までが一つとなって、五穀豊穣や家内安全を祈願する伝統行事に地域
が沸きました。
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　平成24年４月に、雄物川・大森・大雄の３つの中学
校が統合し、横手明峰中学校が誕生します。
　新しい仲間と夢や希望をもって学校生活を送り、成
長していく子どもたちが誇りに思えるような校歌の歌
詞を募集します。ご応募、お待ちしています。

　横手明峰中学校は…
　西に出羽丘陵、秀峰・鳥海山を望み、麓を流れる清
　流雄物川、東には横手盆地の穀倉地帯が広がり、そ
　の背景に奥羽山脈が連なるという、眺望に優れた自
　然豊かな場所に建設されます。

◆応募資格（次のいずれかに該当する方）
　・横手市在住の方
　・横手市内に通勤または通学している方
　・横手市出身の方
◆募集期限　
　４月15日（金）
◆提出先・問合せ　
　〒013-0205 秋田県横手市雄物川町今宿字鳴田１
　横手市教育委員会 教育総務部 学校統合推進課
　　0182-35-2145、　0182-22-2116
　　gakkotogo@city.yokote.lg.jp

◆応募方法
　任意の用紙に歌詞を記載し、持参・郵送・ファクス・
　電子メールで応募してください。
　【留意点】
　　・応募者の氏名(ふりがな)、郵便番号、住所、年
　　  齢、電話番号、職業・学校名を記入したものを
　　　添付する
　  ・１人１作品とし、歌詞は３番以内とする
　  ・自作・未発表のもので、他者の知的所有権等を
　　  侵害しないもの
　  ・作品中の漢字にはふりがなを付ける

◆注意事項
　・採用された作品に関する一切の権限は、市教育委
　　員会に帰属します。また、採用作品が他者の知的
　　所有権等を侵害する疑いがある場合には、採用後
　　でも採用を取り消すことがあります。
　・歌詞は横手明峰中学校校歌制定検討委員会または、  
　　作曲者において補作を施す場合があります。
　・応募作品の返却はしません。
　・採用作品および優秀作品の応募者にはお礼を差し
　　上げます。　　

横手明峰中学校校歌の歌詞を募集します横手明峰中学校校歌の歌詞を募集します

①公営住宅

はば

築年度
Ｓ60
Ｓ62
Ｈ15
Ｈ7

Ｓ46～
Ｓ50

築年度
Ｈ10

間取り
２DK
３DK
２LDK
３LDK
２DK～
２DK

間取り
１LDK

家賃（円）
14,700～
13,600～
24,100～
26,000～
7,300～
9,800～

家賃（円）
30,000

募集戸数
１
１
１
１
５
１

募集戸数
１

名　　称
南朝日が丘住宅
下川原団地
田町団地
市営西野団地住宅１号棟
上掵住宅
十五野住宅

名　　称
特定西野住宅

地域名
横　手

増　田

大　森

十文字

地域名
大　森

②特定公共賃貸住宅

住
　宅
住
　宅 市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は３月11日まで～

◆申込方法
　市建築住宅課窓口または各地域局産業建
　設課で入居希望者本人と面談を行います。
　申込書に所定事項を記載し、必要となる
　書類を添付して申し込みください。
　※郵送不可
　※申込者多数の場合は抽選
◆申込期間　
　３月３日（木）～11日（金）
◆抽 選 会　
　３月25日（金）の予定
 （入居条件を満たす方に連絡します）
◆入居予定　
　４月中旬～下旬
◆申 込 み  
　市建設部建築住宅課（横手庁舎内）
　  35－2224、または各地域局産業建設課
　※8：30～17：15、土・日・祝日は除く

◆入居条件　
　公営住宅法に定める入居資格をお持ちの方が対象になりますので、
　事前に市建築住宅課までご確認ください。市ホームページからも
　確認できます。なお、家賃は所得額によって異なります。
　※暴力団員（同居を含む）は応募できません。

①公営住宅

はば

築年度
Ｓ60
Ｓ62
Ｈ15
Ｈ7

Ｓ46～
Ｓ50

間取り
２DK
３DK
２LDK
３LDK
２DK～
２DK

家賃（円）
14,700～
13,600～
24,100～
26,000～
7,300～
9,800～

募集戸数
１
１
１
１
５
１

名　　称
南朝日が丘住宅
下川原団地
田町団地
西野団地住宅１号棟
上掵住宅
十五野住宅

地域名
横　手

増　田

大　森

十文字

栄光栄光

横
手
っ
子
が
文
武
で
活
躍
！

横
手
っ
子
が
文
武
で
活
躍
！

全県中学
スキー大会
全県中学

スキー大会　
第
56
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
入
賞
作
品
が
、
昨
年

の
12
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
醍
醐
小
学
校
の
柴
田
ひ
な
た
さ
ん
、

増
田
小
学
校
の
千
葉
歩
実
さ
ん
、
十
文
字
中
学
校
の
高
橋
京
佑
さ
ん
、
金
沢

中
学
校
の
渡
部
京
香
さ
ん
、
横
手
高
校
の
新
田
義
人
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
に
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
高
橋
さ
ん
と
渡

部
さ
ん
が
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
第
56
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
入
賞
作
品
が
、
昨
年

の
12
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
醍
醐
小
学
校
の
柴
田
ひ
な
た
さ
ん
、

増
田
小
学
校
の
千
葉
歩
実
さ
ん
、
十
文
字
中
学
校
の
高
橋
京
佑
さ
ん
、
金
沢

中
学
校
の
渡
部
京
香
さ
ん
、
横
手
高
校
の
新
田
義
人
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
に
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
高
橋
さ
ん
と
渡

部
さ
ん
が
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
１
月
16
日
、
鹿
角
市

の
花
輪
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
た
、
第
54
回
全

県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

・
男
子
回
転
の
部
で
大

雄
中
学
校
の
渡
部
啓
太

さ
ん
が
、
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
１
月
16
日
、
鹿
角
市

の
花
輪
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
た
、
第
54
回
全

県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

・
男
子
回
転
の
部
で
大

雄
中
学
校
の
渡
部
啓
太

さ
ん
が
、
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

 

　
２
月
７
日
、
民
主
党
豪
雪
災
害

対
策
本
部
（
鉢
呂
吉
雄
本
部
長
）

が
、
雪
害
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
横
手
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
一
地
方
自
治
体
で

の
対
応
で
は
、
生
活
道
路
の
確
保

を
は
じ
め
、
安
全
・
安
心
な
市
民

生
活
の
確
保
に
対
処
し
き
れ
な
い

実
情
と
人
的
被
害
や
建
物
被
害
、

農
業
被
害
の
状
況
を
説
明
。
そ
の

上
で
、
五
十
嵐
市
長
が
雪
害
に
対

応
す
る
要
望
書
を
、
鉢
呂
本
部
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
平
鹿
の
醍
醐
地
区
で
の
現
地
確

認
に
は
、
佐
竹
県
知
事
も
同
行
し
、

雪
害
で
幹
や
枝
が
折
れ
た
リ
ン
ゴ

園
を
視
察
。
生
産
者
を
代
表
し
て
、

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
り
ん
ご
部
会

の
斉
藤
新
作
部
会
長
が
、
果
樹
被

害
の
状
況
を
説
明
し
「
県
内
一
の

果
樹
産
地
を
守
る
た
め
、
被
害
に

あ
っ
た
農
家
を
継
続
的
に
支
援
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

小学校高学年の部

(増田小）
千葉 歩実さん

小学校中学年の部

(醍醐小）
柴田 ひなたさん

中学校の部

(金沢中）
渡部 京香さん

中学校の部

(十文字中）
高橋 京佑さん

スキー男子回転

(大雄中）
渡部 啓太さん

　
２
月
10
日
、
市
、
横
手
清
陵
学

院
高
校
、
横
手
商
工
会
議
所
、
社

団
法
人
横
手
市
観
光
協
会
の
四
者

連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
調
印
式

が
、
横
手
清
陵
学
院
高
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
校
・
総
合
技
術
科
の

生
徒
た
ち
が
開
発
し
た
『
電
子
ミ

ニ
ミ
ニ
か
ま
く
ら
』
が
県
内
高
校

で
は
初
め
て
、
実
用
新
案
を
取
得

し
た
こ
と
を
契
機
に
、
ア
イ
デ
ア

や
技
術
力
を
地
域
に
活
か
す
こ
と

を
め
ざ
す
協
定
で
す
。

　
市
の
役
割
は
四
者
間
の
連
携
を

円
滑
に
す
る
調
整
役
。
今
後
、
こ

の
連
携
が
地
域
産
業
も
含
め
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

四
者
が
手
を
組
み
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

横
手
市
・
横
手
清
陵
学
院
高
校

横
手
商
工
会
議
所
・
横
手
市
観
光
協
会

協定書に署名、押印した（左から）奥山商工会議所会
頭、五十嵐市長、吉原校長、打川観光協会会長

リンゴ園で、雪害による果樹の被害状況を説明す
る斉藤部会長（左端）

国
の
財
政
支
援
・
規
制
緩
和
等
を
要
望

民
主
党
豪
雪
災
害
対
策
本
部
が
雪
害
状
況
を
視
察

雪
害
に
よ
る
要
望
事
項

・
特
別
交
付
税
交
付
金
の
増
額

・
農
水
省
、
国
交
省
所
管
の
一

　
括
交
付
金
の
増
額

・
果
樹
等
の
農
業
被
害
に
対
す

　
る
支
援
措
置
の
創
設

・
融
雪
災
害
等
の
採
択
基
準
の

　
緩
和

鉢呂吉雄本部長（右）に要望書を
手渡す五十嵐市長

四
者
連
携

市政の窓（行政報告）
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住
　宅
住
　宅 平成22年度 住宅リフォーム補助事業

　申請の受け付けは、２月末で終了しました。ご利用い
ただき、ありがとうございました。
　２月15日現在の補助事業状況を報告します。
◆申請件数　　 　　932件
◆補助決定額 　128,242千円 ※１件あたり平均補助額137千円
◆補助金残額 　 21,758千円
◆問合せ　市建設部建築住宅課(横手庁舎内）　35-2224

税
　金
税
　金

廃車・名義変更等の届出は３月中に！
軽自動車税は４月１日が基準日です

  市では、軽自動車税の納税通知書を毎年５月上旬に送
付していますが、例年、この通知書を受け取った方から
「知人へ譲ったのに、また自分に納付書が届いた」、「自
分で処分をしたが、今年も納付書が届いた」といった問
い合わせがあります。
　軽自動車税は、４月１日現在で軽自動車等を所有して
いる人に課税されます。市民税課や軽自動車協会に名義
変更や廃車届を提出しないと、前の所有者に納税通知書
が送付されますので、名義変更届や廃車届は必ず３月末
日までに済ませてください。
　また、農作業用トラクター、コンバイン、乗用田植機
等の小型特殊自動車も軽自動車の登録をしてナンバーを
取得する必要がありますので、忘れずに申告をしてくだ
さい。

◆問合せ

　

＝使用は先着順で満了の場合は受付終了となります＝
【共通事項】
　申込条件　
　市内に現住所か本籍を有すること。
　※本籍が市内にあり現住所が市外の場合は、市内に現
　　住所を有し独立の生計を営む代理人をおく必要があ
　　ります。
　申込方法
　墓園所在地の各地域局市民福祉課窓口に備え付けの申
　請書に必要事項を記入し、提出してください。

【傾城塚墓園】　横手市平鹿町浅舞字横手街道北135-1
◆募集区画
　○規制墓地（間口２ｍ×奥行２ｍ）…６区画
　　墓石形状・寸法が規定されています。
　　【永代使用料260,000円、管理手数料1,500円（年間）】
◆問 合 せ　
　　平鹿地域局市民福祉課(ゆとり館内)　24-0007

【大森墓園】　横手市大森町上溝字白山下16-11
◆募集区画
　○規制墓地(間口２ｍ×奥行２ｍ)…59区画
　　墓石形状・寸法が規定されています。
　○自由墓地（間口２ｍ×奥行２ｍ）…45区画
　　墓石寸法等に制限はありますが比較的自由に使用可。
　　【永代使用料160,000円、管理手数料2,000円（年間）】
◆問 合 せ　大森地域局市民福祉課　26-4030

【十文字墓園】　横手市十文字町梨木字堤ノ上56番地
◆募集区画
　○規制墓地（間口２ｍ×奥行２ｍ）…25区画
　　お骨を入れるカロート付きで、規定の墓石と花立を
　　建てていただきます。
　　【永代使用料170,000円、管理手数料2,000円（年間）】
◆問 合 せ　十文字地域局市民福祉課　42-5113

けい せい

墓
　園
墓
　園 市営墓園の使用者を随時受け付けています農

　業
農
　業

平成23年分 農業用軽油引取税免税証
交付を行います

健康
相談
健康
相談 ３月１日は『秋田県いのちの日』です

　毎年３月１日を『秋田県いのちの日』と定めて、自殺
予防キャンペーンを実施します。
　市ではこのキャンペーンに併せ、心や身体の健康に関
する話相談窓口を各地域局保健福祉担当窓口に設置しま
す。保健師が対応しますので、一人で悩まず、ご相談く
ださい。
◆３月１日『電話相談窓口』

※相談は３月１日以降も随時対応します。
　相談受付時間／8：15～17：15
◆問合せ
　市福祉環境部保健衛生課（大雄庁舎内）　35-2185

「パフォーマー」を募集します！
『Ｙ２　　　　ぷらざ』であ・そ・ぼ！（わいわい）

オープンスペースでパフォーマンス発表してみませんか？オープンスペースでパフォーマンス発表してみませんか？オープンスペースでパフォーマンス発表してみませんか？

　４月１日から横手駅東口・よこてイースト内にオー
プンする『Ｙ２ぷらざ』には、誰でも気軽に立ち寄れ、
待ち合わせや休憩に利用できる、オープンスペースが
あります。

　４月はオープン月間！
　４月は〝オープン月間〟と称して、イベントや催事
　が行われない日に限り、オープンスペース常設の簡
　易ステージやグランドピアノを、無料で利用するこ
　とができます！個人やグループでの演奏・踊りなど
　の練習・発表の場所としてご利用ください！

　まずは、パフォーマーの登録を！
　オープンスペースを利用するには『パフォーマー』
　の登録が必要です。登録後に、各個人・団体の都合
　や施設使用状況に合わせ、利用日程を調整します。
　※平日・土日・祝日問わず（４月中は随時受付け）

◆詳細はお問い合せください
　〒013-8601 横手市条里一丁目１番64号 横手市役所
　総務企画部駅前公共施設準備室（本庁南庁舎)　35-2194、
　　33-6061、　ekimaejumbi@city.yokote.lg.jp

【お詫びと訂正】　
　市報よこて２月15日号の記載に誤りがありました。下記のと
おり訂正してお詫びします。
●４ページ上段、市非常勤職員募集の記事中、問い合わせ先の
　「総務課人事給与担当」は「人事課人事研修担当」の誤りで
　した。※電話番号はそのままです。

【３月16日(水)】

【３月17日(木)】

【３月18日(金)】

10：00～12：00
13：30～15：00
 
 9：30～11：00
13：30～15：00

 9：30～11：00
13：30～15：00

県平鹿地域振興局
大雄農業団地センター

大森庁舎
雄物川庁舎

十文字庁舎
平鹿生涯学習センター

横手・山内
大雄

大森
雄物川

十文字・増田
平鹿

　平成23年分の農業用軽油引取税免税証の交付を下記日
程で行います。申請した方は、日程を確認のうえ直接会
場までお越しください。
◆交付受付日程／対象地域・時間・場所

◆問合せ　県平鹿地域振興局県税部課税課  32-0590

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／３月23日(水)午前９時～10時30分
◆申込期限／３月17日(木)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　　　  35-2111（内線1033,1034）

・125cc以下の原動機付自転車
・ミニカー（三輪以上50cc以下）
・小型特殊自動車
　農耕作業用トラクターなど

市財務部市民税課諸税担
当　32-2510、または各地
域局地域振興課税務担当

横手地区自家用自動車協
会　32-1371（県南総合交
通センター内）

・125㏄を超える二輪車
・軽自動車（四輪・三輪）
・雪上車

【お詫びと訂正】　
　市報よこて２月15日号と同時配布(横手地域以外)した、クリアファ
イルの記載に誤りがありました。下記のとおり訂正してお詫びします。
●『支えあうこころといのち』横手市役所・相談窓口対応時間の表記
　「午後８時30分～」は「午前８時30分～」の誤りでした。

みんなのいのち

地　域
横　手
増　田
平　鹿
雄物川
大　森
十文字
山　内
大　雄

時　間
9：00～12：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
8：15～17：15

窓　口
保健センター
市民福祉課
ゆとり館
保健センター
高齢者等保健福祉センター
市民福祉課
市民福祉課
市民福祉課

電　話
　33-9600
　45-5514
　24-0007
　22-2157
　26-4030
　42-5113
　53-2933
　52-3905

今
年
の
大
雪
被
害
を
教
訓
に

新
た
な
危
機
管
理
の
仕
組
み
を

い

ど

む

い

ど

む

い

ど

む

市議会議員のみなさんと果樹被害の状況
を視察（２月14日／増田地域亀田地区）

　　
こ
の
冬
の
大
雪
は
、『
雪
』が
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
脅
か
す
存
在
に
な
り
得
る
こ
と

を
、
改
め
て
知
ら
し
め
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
も
、
除
排
雪
の
徹
底
な
ど
で

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
止
め
る

べ
く
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
雪
は

そ
れ
以
上
に
私
た
ち
の
生
活
を
圧
迫
し
ま

し
た
。
高
齢
者
を
中
心
に
し
た
痛
ま
し
い

事
故
の
報
告
に
触
れ
る
た
び
に
、
高
齢
化

だ
け
で
な
く
、
建
設
業
者
と
そ
こ
に
働
く

方
々
の
減
少
や
空
き
家
の
増
加
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
地
域
社
会
が
疲
弊
し
て
い

る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
憂
い
て
、
自
衛
隊
の

派
遣
要
請
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
事
故
や

被
害
が
発
生
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
行
の
法
制
度
で
は
自
衛
隊
を
動
か
せ
る

だ
け
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
の
理

由
で
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も

と
よ
り
、
自
衛
隊
に
は
除
排
雪
用
の
機
械

の
配
備
は
な
く
、
一
般
住
宅
な
ど
で
の
雪

下
ろ
し
作
業
に
あ
た
る
準
備
も
で
き
て
い

な
い
た
め
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
状
況

に
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
雪
融
け
と
と
も

に
、
果
樹
を
中
心
と
し
た
農
業
被
害
の
拡

大
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
壊
滅
的
な
被
害
が

見
込
ま
れ
る
農
家
か
ら
は
生
産
規
模
の
縮

小
や
離
農
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
る
中
、
地

域
の
農
業
と
〝
産
地
〟
を
守
る
手
立
て
が

必
要
で
す
。
被
害
を
受
け
た
果
樹
の
改
植

や
設
備
の
復
旧
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

改
植
に
よ
っ
て
減
収
と
な
る
数
年
間
を
埋

め
、
農
業
を
続
け
て
い
け
る
仕
組
み
を
作

り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
先
日
、
国

の
省
庁
を
訪
れ
、
雪
害
へ
の
支
援
策
の
検

討
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
単
な
る
お
見

舞
い
的
、
一
時
的
な
支
援
で
は
な
く
、
自

衛
隊
に
つ
い
て
は
雪
害
対
策
を
得
意
と
し

機
動
的
か
つ
予
防
的
に
活
動
で
き
る
特
殊

部
隊
の
設
置
、
ま
た
農
業
被
害
に
つ
い
て

は
被
災
地
を
最
優
先
に
し
た
市
場
開
拓
へ

の
支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
災
害
に
備

え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
う
し
た
柔
軟

性
の
あ
る
予
防

的
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
な
新

し
い
危
機
管
理

の
仕
組
み
を
、

継
続
的
に
国
に

求
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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　２月11日、大雄阿気地区の兜台神社で、豊作を祈願
する雪中田植えが行われました。今年還暦を迎える手
賀嘉彦さんが、笠と蓑をまとった姿で、境内に設けら
れた雪の田んぼに、苗に見立てたわらと豆殻の束を丁
寧に植えていきました。その後、見物に集まった人た
ちは、どんど焼きで無病息災を祈願していました。

かぶとだい

（増田）

　２月３日、ますだ保育園で『安全安心豆まき大会』が
増田地区交通安全協会と増田地区防犯協会の主催で開
催されました。節分にまつわる話や、横手警察署〝な
まはげＮＥＷＳ隊〟による交通安全指導のあと、園児
たちは『いじめ鬼』『なまけ鬼』『交通ルールを守らない
鬼』を退治するため、落花生をまきました。

悪い〝オニ〟をやっつけろ

地域の食材を活用し、横手らしさをアピール 横手の元気印

増田高校の農業科学科３年生・野菜専攻班のメン
バー（後列左から）高橋拓也さん、小松将大さん、
金澤広平さん、佐藤雄大さん（前列左から）松田
彩乃さん、小南祐喜さん、関美翔さん

商品開発に携わった横手清陵
学院高校・家庭クラブのメン
バー（後列左から）佐藤咲さ
ん、佐藤夏実さん、赤澤佑菜
さん、（前列左から）高橋遥
さん、飯塚悠莉子さん、和賀
未来夢さん

県高校生商品開発コンテストの上位２作品が商品化

　昨年11月の県高校生商品開発コンテスト
で入賞した市内２校の作品が、立て続けに
商品化され販売されることになりました。
　食品加工部門で最優秀賞に輝いた横手清
陵学院高校の『ルージュｄｅマカロン』は、
シシリアンルージュのゼリーとクリームチ
ーズをアスパラガスパウダーを使った生地
で挟んだ、甘酸っぱいお菓子。小松屋本店
で３月上旬に発売予定されます。
　同優秀賞の増田高校の『たっぴさんちの
八木にんにくソース』は、加工グループ・
アップルファームで２月に商品化。八木に
んにくやリンゴジュースを使い、パンや温
野菜など何にでも合う万能ソースです。
　地域の農産物を活かした高校生の創造力
に、とても心強いものを感じます。

人と人に支えられた20年

　２月10日から13日にかけて、あきた十文字映画祭が十
文字文化センターを会場に開催され、４日間で県内外か
ら延べ1,500人の観客が訪れました。
　20回の節目となる今回は〝もう一度観たい名画〟と銘
打ち市民人気投票を行い、洋画部門で最多投票を獲得し
た『ローマの休日』や国内外の13作品を上映しました。
　13日には、第１回の映画祭で上映した『遠雷』を再上
映した後、出演した俳優の永島敏行さん、監督の根岸吉
太郎さん、脚本家の荒井晴彦さん、撮影の記録を担当す
るスクリプターの白鳥あかねさんが、トークアウトを行
いました。根岸さんは「たくさんの映画を観て、その中
のよい映画を映画祭で上映してください」と話し、永島
さんは「20年間続けてこられたのは、スタッフの〝人を
もてなす温かい心〟があったからこそ」と、当時を振り
返りながら、撮影のエピソードや映画祭への思いを熱く
語ってくれました。
　永島さんら４人は、実行委員の１人が大学時代の同級
生だった永島さんに協力をお願いしたことをきっかけに
して、第１回の映画祭から運営を支えてくれています。

■第20回あきた十文字映画祭（十文字）

■第21回横手市増田地域農業活性化講演会（増田）

地域の若者が、いきいきと活動

ノギャルプロジェクト代表の藤田
志穂さん（写真左）がデザインし
た、ジーンズ生地の農作業着

遠雷の上映後、撮影時のエピソードや映画祭の思い出を語る皆さん
左から：根岸吉太郎さん、荒井晴男さん、白鳥あかねさん、永島敏行さん

　２月10日、『若者が農業を盛り上げる』をテーマに、増
田地域農業活性化講演会が増田ふれあいプラザで行われ、
約300人が参加しました。
　はじめに増田高校の農業科学科の生徒が、八木にんに
くを使ったソース開発のプロジェクトやりんご栽培への
思いを発表。続いて、神奈川県の大沼小学校との食育活
動などが認められ、平成22年度地域づくり総務大臣表彰
を受けたＪＡ秋田ふるさと青年部が、活動実績を発表し
ました。また、大潟村でのコメ作りや農作業着開発など
に取り組んでいる〝ノギャルプロジェクト〟代表の藤田
志穂さんが「若者が食や農業について考えるきっかけ作
りを、これからも続けていきたい」と講演。地域を支え
る若い世代の熱意が伝わる講演会となりました。

ソース開発のプロジェクト発表を行
う増田高校の農業科学科の生徒

活動実績を発表するＪＡ秋田ふるさ
と青年部本部・部長の篭谷亨さん

多くの映画ファンが訪れ、にぎわった映画祭

　２月６日、増田地域センター運営協議会主催の地域
づくり講演会が、増田地区多目的センターで開催され
ました。講師のあゆかわのぼる氏は「増田には蔵やリ
ンゴなど魅力的な物がある。これからも輝き続けるに
は、その魅力を多くの若い人に感じてもらい、一緒に
取り組むことが大切だ」と講演しました。

マスダ。オンリーワンのわが街!（増田）雪の中で豊作を祈願 （大雄）

みの

試合出場を夢見る少女たちが地域へ恩返し

２月７日、硬い雪を崩しながら丁
寧に作業を行う部員のみなさん

助け合いの心を大切に、城南ソフト部が除雪ボランティア

（後列左から）　竹原幸美さん、藤田朋子さん、佐藤伎
恵さん、深沢唯さん
（前列左から）　斉藤叶子さん、新田愛香さん、吉川真
夏さん、鈴木悠華さん

　試合に必要な部員数に足りなくても、夢を信じて毎日の練習に励む
横手城南高校ソフトボール部。「この冬の豪雪で困っている人たちの
ために自分たちができることをしたい」と、
女子部員８人で、市内の高齢者宅の除雪ボラ
ンティアを申し出ました。
　主将でキャッチャーの竹原幸美さん（２年）
とピッチャーの藤田朋子さん（２年）は「部員
８人のうち５人は横手市外の出身ですが、困
ったときはお互い様。私たちもみんなで支え
合えるような、明るく仲の良いチームにして
いきたいです」と元気に語ってくれました。
◆４月に入学する新入生に一言
　かっこいい先生とかわいい先輩が待ってい
ます。ぜひ、入部してください！

一歩を踏みしめ雪原を行く （横手）

　２月６日、雪と親しむことを目的に毎年開催されて
いる『かんじきウオーキング2011』が開かれました。
コースは秋田ふるさと村を起点とし、昨年よりも距離
を倍に延ばした２㌔を設定。約50人の参加者はかんじ
きをしっかりと足に結び、心地よい汗を流しながら雪
原の散策を楽しみました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Topics
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

金子　勝蔵さん
かねこ　かつぞう（67歳・横手）

　
「
横
手
に
来
て
20
年
。
こ
れ
ほ

ど
雪
寄
せ
に
苦
労
し
た
年
は
な
い

よ
」
と
、
緩
み
始
め
た
寒
気
に
胸

を
な
で
お
ろ
す
勝
蔵
さ
ん
は
、
神

奈
川
県
横
浜
市
の
出
身
で
す
。
平

成
３
年
に
妻
の
良
子
さ
ん
（
増
田

町
出
身
）
と
横
手
に
移
り
住
み
、

夫
婦
で
『
ヘ
ア
ー
ス
テ
ー
ジ
・
ヨ

コ
ハ
マ
』
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
理
容
業
の
か
た
わ
ら
、
勝
蔵
さ

ん
が
出
会
っ
た
趣
味
は
『
山
』
。

時
間
を
見
つ
け
て
は
夫
婦
で
山
菜

採
り
や
キ
ノ
コ
狩
り
に
出
か
け
、

そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
は
、
地

元
生
ま
れ
の
ご
近
所
や
店
の
常
連

さ
ん
も
舌
を
巻
く
ほ
ど
で
す
。
店

内
に
も
、
珍
し
い
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ

や
さ
ま
ざ
ま
な
山
の
宝
物
が
ズ
ラ

リ
。
次
男
の
隼
也
さ
ん
が
父
の
日

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
と
い

う
キ
ノ
コ
の
写
真
図
鑑
を
片
手
に
、

キ
ノ
コ
を
見
つ
け
た
と
き
の
感
動

や
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
嬉
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
横
浜
か
ら
来
た
私
が
、
今
で

は
す
っ
か
り
横
手
の
山
男
。
春
が

来
れ
ば
冬
の
苦
労
な
ん
て
忘
れ
て

し
ま
う
よ
」
と
目
を
輝
か
せ
る
勝

蔵
さ
ん
。
「
今
年
は
雪
消
え
が
遅

れ
る
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
言
い

つ
つ
も
、
勝
蔵
さ
ん
の
耳
に
は
か

す
か
な
春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

佐藤　綾さん
さとう　あや（23歳・平鹿）

　
綾
さ
ん
は
、
イ
オ
ン
大
曲
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
２
階
に
あ
る
『
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
』
に

勤
務
。
主
に
か
ば
ん
を
取
り
扱
う
同
店
で
、
昨

年
９
月
か
ら
店
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
店
長
に
な
っ
て
か
ら
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲

が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
い
う
綾
さ
ん
。
「
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
得
ら
れ
る

達
成
感
も
大
き
い
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
大
切
に
、
い
つ
も
前
を
向
い
て
成
長

し
て
い
き
た
い
」
と
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
綾
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
始
め
た
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
や
国
体
へ
の
出
場

経
験
も
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
。
持
ち
前
の
集
中
力

で
、
短
期
間
で
も
結
果
を
出
す
能
力
と
姿
勢
に

は
光
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
視
線
の
先
を
『
的
』
か
ら
『
お
客
様
』
に
替

え
、
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
愛
さ
れ
る
店
舗

づ
く
り
を
目
指
す
綾
さ
ん
。
社
会
人
と
し
て
の

経
験
を
積
み
な
が
ら
、
輝
き
を
増
す
彼
女
の
挑

戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。佐藤さんは、前回
の古内さんからのご紹介です。

で

短
期
間

は
光
る
も
の

視
線
の
先

え
、
３
人
の

づ
く
り
を
目

経
験
を
積
み

戦
は
こ
れ
か

■面積　434.98k㎡
■人口　3,681,279人
■世帯　1,589,869世帯

神奈川県

横浜市
山梨県

東京都

神奈川県
静
岡
県

ヘ
ア
ー
ス
テ
ー
ジ
・
ヨ
コ
ハ
マ

（
赤
坂
字
荒
沼
・
　
３
２
‐
９
１
１
２
）

じ
ゅ
ん 

や

材料（４人分）
○豚モモ肉…200g ○キャベツ…600g ○パプリカ…１個
○シメジ…100g ○長ネギ…1/2本 ○板コンニャク…１枚
○ショウガ…１かけ ○小麦粉…適宜 ○スイートチリソ
ース…大さじ４ ○サラダ油…大さじ１
作り方
①豚モモ肉、キャベツ、パプリカは一口大に切り、シメ
　ジはほぐしておく。
②板コンニャクは大きめの短冊切りにし、空炒りしておく。
③豚モモ肉に小麦粉を薄くまぶし、フライパンにサラダ
　油（大さじ1/2）を熱して炒め、いったん取り出す。
④残りのサラダ油を加え、みじん切りにした長ネギと　
ショウガを炒め、豚モモ肉以外の材料を入れ炒める。
⑤④に豚モモ肉を戻し入れ、スイートチリソースで味付
　けして仕上げる。
◎今月の紹介者

３月の旬食材   　 『越冬キャベツ』

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー 190.0kcal
タンパク質  14.9g
脂　　　質   8.3g
塩　    分   0.6g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

21 1 2

2 3 4 5

3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

横手市食生活改善推進協議会
増田支部
遠藤惠津子さん（増田・西成瀬地区）
　強火でさっと仕上げるとビタミ
ンの吸収が良くなります。生春巻
きにつけて食べるスイートチリソ
ースは、調味料としても万能で味
付けが簡単です。鶏肉や残り野菜
でアレンジしてみてください。

1

　雪中貯蔵することで、
新鮮で甘味とうま味の

増したキャベツが出荷できます。
雪の中で凍らないように、野菜
は自身の持つアミノ酸を糖分に
分解するため糖度が増します。
　豪雪の今年は、キャベツを掘
り出す作業が一苦労ですが、お
いしさは例年以上ですよ。ぜひ
味わってみてください。
（青物横丁直売所・増田八木地区・佐藤誠さん）

輪
ゆか
いだ

まんさくの会
朗読ボランティアグループ

　まんさくの会は、横手市社会福祉協議会が主催
した朗読講習会がきっかけとなり、平成４年に結
成された朗読ボランティアグループです。
　市報や議会だより、社会福祉協議会だよりを音
訳し、録音したテープ〝声の市報〟を、希望する
視覚障がい者の方へ届けています。26人の会員を
３班に別け、市報発行日の前日に打ち合わせを行
い、翌日の午前９時から午後２時頃まですこやか
横手で録音作業を行っています。
　「録音が終わった時は達成感があります。仲の
良いメンバーと一緒に、利用者の方に喜んでもら
えるよう、分かりやすく丁寧に声の続く限りがん
ばります」と笑顔で話す会員の皆さん。
　会長の土屋さんは「現在〝声の市報〟を利用し
ている方は約20人です。もっともっとたくさんの
方に知ってもらい、活用してもらいたいですね」
と話していました。
◆問合せ 横手福祉センター  33-8668

2

1

越冬キャベツの
スイートチリソース炒め

輪
ゆか
いだ
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『
よ
こ
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
上
映      

    

会
』を
開
催
し
ま
す

　
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
、
昭
和

30
年
代
の
横
手
・
平
鹿
を
紹
介
し
た

県
政
映
画
を
上
映
し
ま
す
。
県
政
映

画
は
、
映
画
館
で
本
編
映
画
の
前
や

幕
間
に
上
映
さ
れ
て
い
た
、
貴
重
な

映
像
で
す
。

◆
日
時
／
３
月
６
日（
日
）午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

◆
場
所
／
こ
う
じ
庵
（
鍛
冶
町
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
地
域
局
市
史
編
さ

　
ん
室  

３
５
‐
５
７
２
２

    

第
13
回
『
雪
を
う
た
う
』

    

市
民
俳
句
大
会
特
別
展

　
第
13
回
市
民
俳
句
大
会
表
彰
式
に

あ
わ
せ
て
、
特
選
句
の
ほ
か
に
著
名

俳
人
の
色
紙
な
ど
の
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
５
日（
土
）午
前
11
時

　
～
午
後
５
時

◆
場
所
／
横
手
中
央
公
民
館

◆
問
合
せ
／
横
手
中
央
公
民
館
　
　

　  

３
２
‐
３
１
３
７

　
　『
プ
ー
ル
運
動
体
験
教
室
』

　
　
参
加
者
募
集
！
　

　
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
的

と
し
て
、
成
人
の
方
を
対
象
に
水
中

歩
行
な
ど
の
プ
ー
ル
運
動
を
体
験
す

る
教
室
で
す
。

◆
日
時
／
３
月
19
日（
土
）・
26
日（
土
）、

　
午
前
11
時
～
正
午

◆
場
所
／
雄
物
川
温
泉
え
が
お
の
丘

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
３
月
12
日（
土
）

◆
申
込
み
／
雄
物
川
温
泉
え
が
お
の

　
丘  

２
２
‐
２
２
２
１

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
キ
ャ
リ
ア
相
談

　
就
職
や
進
路
、
起
業
、
創
業
な
ど

の
個
別
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　  

４
５
‐
３
９
９
０

　
　
美
の
国
カ
レ
ッ
ジ『
特
別
公
開

　
　
講
座
』を
開
催
し
ま
す       

　
秋
田
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
よ

り
良
い
秋
田
づ
く
り
を
目
指
す
『
あ

き
た
学
』
の
特
別
講
座
で
す
。

◆
日
時
／
３
月
６
日（
日
）①
午
前
10

　
時
～
11
時
30
分
、
②
午
後
１
時
～

　
２
時
30
分

◆
テ
ー
マ
・
講
師
／
①
【
グ
リ
ー
ン

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
秋
田
県
の
可
能
性
】・

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
沢
湖
ふ
る
さ
と
ふ

　
れ
あ
い
協
議
会
会
長
田
口
久
義
氏

　
②
【
あ
き
た
の
魚
〝
ハ
タ
ハ
タ
と

　
ク
ニ
マ
ス
〟
】
・
秋
田
県
立
大
学

　
生
物
資
源
科
学
部
客
員
教
授
杉
山

　
秀
樹
氏

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　  

０
１
８
‐
８
６
５
‐
１
１
７
１

　
　
平
成
23
年
度

　
　
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
申
込
用
紙
請
求

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
人
事
院
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
Ⅰ
種
試
験
】大
学
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
金
）～
８

　
日（
金
）

◆
試
験
日
／
５
月
１
日（
日
）

【
Ⅱ
種
試
験
】大
学
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間
／
４
月
11
日（
月
）～
20

　
日（
水
）

◆
試
験
日
／
６
月
19
日（
日
）

【
Ⅲ
種
試
験
】高
校
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間
／
６
月
21
日（
火
）～
28

　
日（
火
）

◆
試
験
日
／
９
月
４
日（
日
）

◆
問
合
せ
／
人
事
院
東
北
事
務
局
第

　
二
課
試
験
係

　  

０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.jinji.

　go.jp/saiyo/saiyo.htm

）

　
　
平
成
23
年
度

　
　
国
税
専
門
官
採
用
試
験
　
　

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
57
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
方
、
◎
平
成
２
年
４
月
２
日

　
以
降
生
ま
れ
で
、
①
大
学
を
卒
業

　
し
た
方
お
よ
び
平
成
24
年
３
月
ま

　
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　
方
、
ま
た
は
②
人
事
院
が
①
と
同

　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
金
）～
14

　
日（
木
）

◆
受
験
案
内
／
横
手
税
務
署
、
仙
台

　
国
税
局
人
事
第
二
課

◆
問
合
せ
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　  

０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

　
　
平
成
23
年
度

　
　
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
57
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
方
、
◎
平
成
２
年
４
月
２
日

　
以
降
生
ま
れ
で
、
①
大
学
を
卒
業

　
し
た
方
お
よ
び
平
成
24
年
３
月
ま

　
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　
方
、
ま
た
は
②
人
事
院
が
①
と
同

　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
金
）～
14

　
日（
木
）

◆
試
験
日
／
６
月
12
日（
日
）午
前
８

　
時
45
分
～
午
後
６
時

◆
試
験
場
所
／
秋
田
大
学
教
育
文
化

　
学
部
３
号
館

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
総
務
部
総

　
務
課
人
事
係

    
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
１

情報～information～
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情 報報
　
　
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　

◆
募
集
種
目
／
幹
部
候
補
生

◆
受
付
期
限
／
５
月
６
日（
金
）

◆
受
験
資
格
／
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　
の
方
（
22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒

　
業
ま
た
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
方
）

◆
身
分
／
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
試
験
日
／
５
月
14
日（
土
）・15
日（
日
）

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　
所  

３
２
‐
３
９
２
０

　
　
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
農
産
物
直
売
所
支
援
講
座

　
青
森
県
弘
前
市
の
農
産
物
直
売
所

を
研
修
視
察
し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
10
日（
木
）午
前
８
時

　
30
分
～
午
後
５
時
30
分

◆
研
修
先
／
道
の
駅
ひ
ろ
さ
き
、
津

　
軽
藩
ね
ぷ
た
村

◆
集
合
場
所
／
県
農
業
研
修
セ
ン
タ

　
ー
（
大
潟
村
）

◆
定
員
／
25
人

◆
参
加
費
／
２
，
０
０
０
円
（
昼
食

　
代
込
み
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
４
日（
金
）

◆
申
込
み
／
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　  

０
１
８
５
‐
４
５
‐
３
１
１
３

　
　
平
成
23
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
生
徒
募
集
中
！
　
　

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高

等
学
校『
４
月
生
普
通
科（
３
年
制
）』

と
、
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス
『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
』

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
出
願
期
限
／
【
４
月
生
普
通
科
】

　
４
月
20
日（
水
）【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
】
３
月
22
日

　（
火
）

◆
問
合
せ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.n-

　gaku.jp

）

　
　

　
　
平
成
23
年
度
春
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

◆
対
象
／【
青
年
海
外
協
力
隊
】満
20

　
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

　
持
つ
方【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
】
満
40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
日
本
国
籍
を
持
つ
方

◆
募
集
期
間
／
４
月
１
日（
金
）～
５

　
月
16
日（
月
） 

◆
問
合
せ
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
Ｊ
Ｉ
Ｃ

　
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

　  

０
２
２
‐
２
２
３
‐
４
７
７
２             

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.

　jica.go.jp/)                 

　
　
平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
・

　
　
詠
進
歌
に
つ
い
て

◆
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岸
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岸
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岸
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に
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で
の
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用
も
可

◆
詠
進
期
限
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９
月
30
日（
金
）

◆
送
付
先
／
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１

　
宮
内
庁
、
封
筒
に
『
詠
進
歌
』
と

　
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

　
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。

◆
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
　
　
　

　http://www.kunaicho.go.jp/

　
　

催　
し

　住み慣れた地域で、安心して暮らすためのネットワー
クづくりを考えます。
◆日　時／３月21日（月）午後２時～４時
◆場　所／かまくら館
◆内　容／＊【地域支えあい活動の実践・事例発表】
　　　　　＊座談会【幸せな地域社会の実現をめざして】
　　　　　　さわやか福祉財団理事長・堀田力氏
　　　　　　横手市医師会長・西成忍氏
　　　　　　横手市長・五十嵐忠悦
◆参加費／無料　◆申込期限／３月14日(月)
◆申込み／市福祉環境部西部地域包括支援センター
　　　　　　35-2135　　

〝横手市地域支えあいネットワーク市民集会〟〝横手市地域支えあいネットワーク市民集会〟〝横手市地域支えあいネットワーク市民集会〟

笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

◆市県民税の申告相談が２月１日から始まっています。
　『申告相談日程表』（１月15日号の市報に折込）を確
　認のうえ、忘れずに３月15日（火）までに申告してく
　ださい。
◆未申告の方は、市税の軽減や減免を受けられなくな
　る場合がありますのでご注意ください。
◆横手税務署からの指導で、３月15日を過ぎると確定
　申告書の作成が、市役所ではできなくなります。確
　定申告をされる方は、期限までに申告してください。　
◆申告相談日の日程が不明な方は、下記の各税務担当
　課へお問い合わせください。

平成23年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月15日まで〟です

平成23年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月15日まで〟です

平成23年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月15日まで〟です

＊横手地域：財務部 市民税課（　32-2510） 
＊増田地域：増田地域局 地域振興課（　45-5510） 
＊平鹿地域：平鹿地域局 地域振興課（　24-1283）
＊雄物川地域：雄物川地域局 地域振興課（　22-2111） 
＊大森地域：大森地域局 地域振興課（　26-2111）
＊十文字地域：十文字地域局 地域振興課（　42-5114）
＊山内地域：山内地域局 地域振興課（　53-2111）
＊大雄地域：大雄地域局 地域振興課（　52-2111）

学校給食費の納付はお済みですか学校給食費の納付はお済みですか学校給食費の納付はお済みですか
◆今年度の給食費の口座振替は１月25日で終了となり   
  ました。口座振替ができなかった方、      
  納付書を紛失された方には、納付書を
　発行しますのでご連絡ください。
◆平成23年度給食費の納付方法・口座変
　更を希望する方もご連絡ください。
◆問合せ／市教育委員会学校教育課　22-2152

催　
し

募　
集
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談
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座

お
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ら
せ
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せ
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ら
せ
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集

募　
集

お
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せ

講　
座

募　
集
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地域からのお知らせ 情報～information～
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お出かけ前にご確認ください

診 療所
ご確認ください

休 館日

【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　3月2・9・16日（水）
　　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　3月2・9・16日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　3月14日（月）
　　診療時間　13：30～14：30

  
  
 
 
 
 
　　 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
　　 
 
 
 
 
 
 
  
 

 　　
 
 
 
 
  
   
  
   
  
   

  
  
  
  
  
   

  
  
  
  

  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  

 
 

  
 
 
 
 

 
　 
　 
　 
　 
 
　 
 
　 
　 
　  
　  
 
　 
　 
　  
 
　 

  
　 
　　 
 
　 
　  　
　  
　
  
　   
　　
　 
　  　
 
　 
  
　 
　 

横手図書館　　3月1・2・9・16日
増田図書館　  3月1・7・14日
平鹿図書館　  3月1・8・15日
雄物川図書館　3月1・2・9・16日
大森図書館　　3月1・8・15日
十文字図書館　3月1・2・9・16日
山内図書館　　3月5・6・12・13日
大雄図書館　　3月3・7・10・14・17日
雄物川資料館　3月7・14日
ゆっぷる　　　3月16日

ゆとり館　　　　　3月1・8・15日
えがおの丘　　　　3月7・14日
大森健康温泉 　 　3月7・14日
ゆとりおん大雄  　3月3・17日
南部シルバーエリア  3月7・14日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　　3月2・9・16日
　西・南部 　　　　3月5・6・12・13日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　　3月7・14日

 

　
歌の好きな人集まれ　～思いっきり歌声喫茶～
●日時／３月10日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町） 
●参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約 ●予定曲
／贈る言葉など20曲以上 ●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
『手作り雑貨マーケット』
　布小物やあみぐるみ、エコクラフトなど心のこもった
手作り品と手芸材料を販売します。
●日時／３月13日(日)午前10時～午後３時 ●場所／大仙市
大曲交流センター ●問合せ／小松さん 　090-7666-6001
　
がん患者の集い『さろんアップル』
　さろんアップルは、がん患者やその家族が集う交流の
場です。一人で悩まず、仲間と一緒にがんについて学び
語り合ってみませんか。（毎月第３火曜日開催）
●日時／３月15日(火)午前10時～正午 ●場所／平鹿総合
病院会議室　●参加費／無料※申込み不要  ●問合せ／
伊藤さん 　090-2026-9191
　
横手読書会 ３月例会
●日時／３月17日(木)午後２時～ ●場所／女性センター 
●演題／横手市『ごみ処理統合施設』整備事業の内容に
ついて ●講師／市福祉環境部・菊地晴男課長 ●問合せ
／横手図書館 　32-2662
　
劇団 Ｈｏｚｚｙ＆Ｎａｎｃｙ 第７回公演『熱海殺人事件』
●日時／３月19日(土)午後６時30分開演　●場所／かま
くら館 ●チケット／500円 ●販売／かまくら館売店 ●
問合せ／平田さん 　090-5235-9719
　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／３月20日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／①講演『きらめく自然ほのぼの山内』②春風ライ
ブ ●参加費／800円(飲み物、ケーキ付)※要予約 ●申込
み／煉瓦屋 　33-2811
　
とっぴんぱらりのプー『第113回昔語りの会』
　かまくら、ぼんでんと冬の行事も終わり、楽しい春の
昔語りはいかがでしょうか。
●日時／３月26日(土)午後１時30分～　●場所／こうじ
庵（鍛冶町） ●問合せ／尾形さん 　32-0630
　
日本将棋連盟横手支部『３月将棋例会』
●日時／３月27日(日)午前９時30分～  ●場所／女性セ
ンター  ●参加費／会員1,000円、会員以外1,300円、学
生500円（昼食付）●問合せ／中田さん 　32-2479
　

idobata plazaidobata plaza
どばたプラザい

 
南部シルバーエリア　各種イベント案内
【『あくあくん 鑑賞魚ボトルアクアリウム展』】 入場無料
●期間／３月２日(水)～27日(日)、午前９時～午後５時
【料理教室】お花見料理
●日時／３月12日(土)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人　●申込期間／３月
１日(火)～７日(月) ●持ち物／エプロン、筆記用具
【陶芸教室】さくら色のお皿創り
●日時／３月20日(日)午後１時30分～ ●参加費／700円
（材料費・休憩料）※入浴可タオル等持参 ●対象／小学生
以上の方  ●定員／15人 ●申込期限／３月16日(水) ●
申込み／南部シルバーエリア   26-3880
　
『十文字和紙（佐々木清男、泉川祐子）』作品展
●期間／３月６日(日)～14日（月）、午前10時～午後４時
※火曜日休館 ●入場料／無料 ●場所・問合せ／コミュ
ニティハウスね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320
　
『フットケアリンパマッサージ』
　疲れた体をリフレッシュしてみませんか。
●日時／３月８日（火）、①午前10時～②午後１時～　●
場所／旭ふれあい館 ●参加費／500円※要予約 ●申込み
／中村さん 　090-5595-0800
　
十文字車座の会『焼却主義』のリスクを考える
●日時／３月８日(火)午後７時～９時　●場所／十文字
文化センター ●参加費／100円 ●問合せ／小川さん 　
42-3853
　
パークゴルフで健康づくりを始めませんか！
●日時／毎月第２土曜日、午前９時～ ●場所／八塩パー
クゴルフ場、ジュネス栗駒パークゴルフ場  ●年会費／
2,000円　●問合せ／横手市パークゴルフ協会 小林さん
　080-1819-1815
　

種類月日・地域

３月９日(水)
大　森

３月11日(金)

平　鹿

３月14日(月)

横　手

実施時間

10：00～12：00

13：15～16：30

10：00～11：00

12：30～13：30

14：00～15：00

15：30～16：30

10：00～11：00

12：30～13：15

13：45～14：45

15：15～16：00

実　施　場　所

横手市役所　大森庁舎

大森町高齢者等保健福祉センター

横手市役所　平鹿庁舎

平鹿自動車学校

㈱品川合成製作所

アスター工業㈱

㈱アイ・クリエイト

横手自動車学校

東北電力㈱横手営業所

平鹿地域振興局庁舎

全血

成分

献血日程

ホージー アンド ナンシー

　笑って健康！笑って幸せ！笑って仲良く！笑いは内臓
のジョギングです。日本笑い学会の会員６人が、学校の
授業形式で抱腹絶倒の演芸を披露します。どなたでも入
場できますので、ぜひお越しください。
◆日　時／３月20日（日）午後１時～３時
◆場　所／市立横手病院 ◆入場料／無料※申込み不要
◆問合せ／日本笑い学会秋田県幹事 人星亭喜楽駄朗
　　　　　　090-5232-8009 　xmwpn686＠yahoo.co.jp

じん せい てい　き　らく　だ  ろう

笑学校 イン 市立横手病院笑学校 イン 市立横手病院
しょう　がっ　 こうしょう　がっ　 こう

～『横手産ホップ』生産量４年連続日本一記念～～『横手産ホップ』生産量４年連続日本一記念～

オイシイって、楽しい！地産地消パーティーオイシイって、楽しい！地産地消パーティー

　横手市のホップ生産量が、４年連続日本一を達成した
ことを記念して、地産地消パーティーを開催します。
　横手産ホップを100％使用したキリンビールをはじめ、
大森ワインや地元食材を使った特製料理を、ぜひこの機
会にお楽しみください。

◆日時／３月22日（火）午後６時～　◆場所／横手プラザ
ホテル　◆定員／200人　◆チケット／3,000円※かまく
ら館売店で２月25日（金）から販売
◆問合せ／（社）横手市観光協会　33-7111　

ほうふくぜっとう
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解
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と
農
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業
に
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で
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に

思
っ
た
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し
か
し
、
取
材
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合
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方
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雪
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の
水
が
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り
、
土
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良
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な
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豊
作
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な
る
」
と
自
信
を
持
っ
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話
し
て
い

た
。
初
め
て
聞
い
た
話
に
う
れ
し
さ

を
感
じ
た
。
弥
生
三
月
、
春
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
や
っ
て
来
て
い
る
。
冬
に

辛
抱
し
た
分
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

良
い
春
を
迎
え
た
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と
思
う
。（
伸
）

た
っ
ぴ
さ
ん
ち
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八
木
に
ん
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く
ソ
ー
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地
元
産
の
八
木
に
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に
く
、
タ
マ
ネ
ギ
、
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シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
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、

枝
豆
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味
の
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ん
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ュ
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を
使
っ
た
『
た
っ
ぴ
さ
ん
ち
の
八
木

に
ん
に
く
ソ
ー
ス
』
。
増
田
高
校
の

生
徒
た
ち
が
開
発
し
、
商
品
化
さ
れ

た
、
何
に
で
も
合
う
万
能
ソ
ー
ス
を

５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【提供】アップルフ
ァーム（代表・藤原）
　　　　45-3510

応
募
方
法
　
　
発
行
号「
３
月
１
日
号
」、
郵
便

　
　
　
　
　
　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
し
、
必
ず
「
た
よ
り
」
の
文
面
を
添
え
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は
　
３
月
25
日
（
消
印
有
効
）

たくみ Vol.64

赤川 玲子さん（70歳・大森）
あかがわ　れいこ
昭和16年、旧大森町生まれ。地元の中学校を卒業し
服飾専門学校に進学。その後、自宅にて洋裁業を営
む傍ら、趣味としてちぎり絵を始める。40歳のとき、
ちぎり絵師・高橋草駒（そうく）氏の作品と出会い、
高橋氏に師事して本格的にちぎり絵の世界へ。県内
外に作品を出展し、多くの人に好まれている。

ちぎり絵師

　『ちぎる』『剥ぐ』『貼る』この三工程で作り上
げる、ちぎり絵。30年にわたり、その技術と文化を
教え、伝え続けている巧がいる。
　伝統品・手漉き和紙を使用するちぎり絵は、ちぎ
った際の毛羽が、和紙独得の風合いを出し、絵の具
やインクでは表現しきれない透明感や優しさを生む。
　幼少時代に父親の勧めで水彩画を始め、忠実に描
くことに楽しみを見出した。ちぎり絵も、最初はモ
デルのデッサンから始まるが「ちぎり絵用のアレン
ジが必要」と巧は話す。それは、単純に書き写すの
ではなく、モデルの特徴をより強調し、その後の配
色を考えながら描いていくということだ。
　一つの作品に使う和紙は数種類におよび、どの素
材をどこに使うかで、完成品の雰囲気が変わってく
る。和紙の配置や配色のバランスは、長年の経験か
ら培われたもの。巧が得意とする〝人物〟は、瞳と
鼻の角度と距離で、表情や年齢を自在に表現する。
この手法は、人から教えられたのではなく、独自で
つかんだものだ。「作品のポイントを決めることや、
和紙の貼り方は教わることができるが、それ以外は
作り手の感性。数をこなして、自分らしい手法を見
つけていくしかない」と語る。
　現在、市内２カ所で講師としても活動している巧。
約20年前に〝生涯学習としてちぎり絵講座を開きた
い〟と自ら呼びかけ、地元に講師を呼んできた。先
代の後を引き継ぎ10年。「月並みだが、ちぎり絵の
楽しさを知ってもらいたい」と微笑む。そこには、
巧が初めてちぎり絵に出会ったときに受けた『和紙
で描く』ことへの感動を、多くの人に味わってもら
いたいという想いが込められている。

和紙が織り成す世界
一片一片の重なりが色彩を生む

油絵とも水彩画とも違う、繊細な色使
い ― 絵画 と言っても過言じゃない。〝　　  〟

す

は

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
必
ず
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
（
市
報
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム

か
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
希
望
す
る
方
は
、
氏

名
の
後
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
花
ず
し
の
要
は
な
ん
と
言
っ
て

も
ナ
ス
。
そ
し
て
、
本
漬
け
ま
で

に
大
変
な
期
間
が
か
か
る
こ
と
な

ど
が
『
巧
』
の
紹
介
で
理
解
で
き

ま
し
た
。
我
が
家
で
は
、
横
手
の

友
人
か
ら
毎
年
な
す
の
花
ず
し
を

送
っ
て
も
ら
い
、
大
事
に
保
管
し

て
来
客
に
出
し
て
い
ま
す
。
評
判

が
良
く
人
気
で
し
た
。
し
か
し
、

友
人
の
話
で
は
今
ま
で
ナ
ス
を
作

っ
て
く
れ
た
方
が
高
齢
で
仕
事
を

や
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
ナ
ス
が
手

に
入
ら
ず
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の

苦
労
に
よ
っ
て
花
ず
し
が
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
年
齢
が
障

害
で
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状

に
、
一
瞬
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
本

当
に
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

（
Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
・
72
歳
・
神
奈
川
県
）

　
昨
年
、
一
家
で
帰
横
し
て
感
じ

た
こ
と
で
す
。
同
行
し
た
家
族
か

ら
「
市
内
観
光
を
し
た
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
私
は
旧
市
内
の
様

子
な
ら
わ
か
り
ま
す
が
、
家
族
は

横
手
の
姿
を
知
り
ま
せ
ん
。
は
た

と
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

も
私
は
車
の
免
許
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
車
で
案
内
す
る
こ
と
も
か

な
わ
ず
、
「
市
内
遊
覧
の
観
光
バ

ス
」
が
運
行
さ
れ
て
い
れ
ば
と
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
横
手

市
内
遊
覧
観
光
バ
ス
の
運
行
は
私

だ
け
で
な
く
、
東
北
旅
行
を
す
る

観
光
客
も
望
ん
で
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
横
手
市
観
光
の
起
爆
剤

と
し
て
ぜ
ひ
関
係
機
関
で
構
想
を

練
り
、
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
小
原
倉
三
さ
ん
・
千
葉
県
）

　
先
日
、
横
手
の
病
院
へ
診
察
に

行
っ
た
帰
り
の
こ
と
。
私
の
年
齢

ぐ
ら
い
の
男
女
数
人
が
「
毎
日
寒

い
で
す
ね
」
と
会
話
し
な
が
ら
、

病
院
の
バ
ス
停
で
バ
ス
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。
い
つ
も
は
数
人
し
か

乗
っ
て
い
な
い
バ
ス
で
す
が
、
そ

の
日
は
満
席
で
し
た
。
で
も
、
私

達
が
乗
る
と
男
子
高
校
生
が
パ
ッ

と
立
っ
て
席
を
譲
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
連
鎖
反
応
の
よ
う
に
生
徒
さ

ん
達
全
員
が
立
っ
て
席
を
譲
っ
て

く
れ
て
、
私
達
み
ん
な
が
座
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
く

思
い
ま
し
た
。
寒
い
毎
日
で
す
が

心
が
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
Ｙ
高

校
の
生
徒
さ
ん
達
あ
り
が
と
う
。

（
Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
・
70
歳
・
平
鹿
）

　
故
郷
を
出
て
半
世
紀
近
く
。
東

京
で
開
催
さ
れ
る
大
雄
会
出
席
が

縁
で
、
毎
月
市
報
を
送
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
横
手
の
す
べ

て
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
市
報
の

多
彩
な
情
報
や
印
刷
等
の
カ
ラ
フ

ル
さ
な
ど
で
も
心
が
和
ら
ぎ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
出
身
地
で
あ
る
横
手

の
発
展
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
藤
原
君
子
さ
ん
・
64
歳
・
栃
木
県
）

　
今
年
は
大
雪
で
、
国
道
な
ど
は

除
雪
さ
れ
て
ま
す
が
、
小
路
は
車

一
台
や
っ
と
通
れ
る
程
度
で
す
。

歩
行
者
も
そ
れ
な
り
に
気
を
使
い

ま
す
。
譲
っ
て
も
ら
っ
た
時
は
、

頭
を
下
げ
た
り
、
礼
を
言
っ
た
り

す
る
よ
う
に
し
て
ま
す
。
お
互
い

の
気
く
ば
り
で
大
変
な
雪
を
乗
り

切
り
た
い
で
す
ね
。
除
雪
の
方
々
、

早
朝
か
ら
お
疲
れ
様
で
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
50
歳
・
横
手
）

　
最
近
、
中
学
生
の
息
子
に
弁
当

を
作
る
日
が
多
く
、
大
変
だ
〜
と

思
う
反
面
、
い
つ
も
の
主
人
と
自

分
の
分
だ
け
の
時
と
違
い
、
「
何

を
入
れ
よ
っ
か
ナ
〜
」
と
楽
し
ん

で
い
る
自
分
が
い
ま
す
。
お
昼
に

「
今
頃
食
べ
て
る
か
ナ
〜
」
と
か

「
ど
う
思
っ
た
か
ナ
？
」
な
ど
と

考
え
な
が
ら
、
自
分
も
同
じ
弁
当

を
食
べ
て
い
ま
す
。 

（
も
う
す
ぐ

四
十
路
さ
ん
・
39
歳
・
十
文
字
）

　
交
通
弱
者
、
買
物
弱
者
と
言
わ

れ
る
年
代
の
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、

毎
度
『
ふ
れ
あ
い
バ
ス
』
の
お
か

げ
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

バ
ス
の
昇
降
口
の
段
差
が
大
き
く
、

年
と
と
も
に
難
儀
に
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
れ
が
改
善

さ
れ
、
た
い
へ
ん
楽
に
な
り
ま
し

た
。
豪
雪
、
少
子
化
、
高
齢
化
と

何
か
と
負
担
の
多
い
市
政
と
存
じ

ま
す
が
、
私
ど
も
の
小
さ
な
つ
ぶ

や
き
を
採
り
上
げ
て
改
善
し
て
下

さ
る
横
手
市
の
姿
勢
に
、
あ
り
が

と
う
、
感
謝
で
す
。 

（
平
鹿
の
Ｓ

婆
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
80
歳
・
平
鹿
）

　
先
日
、
『
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
』
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
『
お

や
お
や
サ
ロ
ン
』
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
悩
み
が
あ

っ
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
私
を
、

支
援
チ
ー
ム
の
３
人
の
方
々
は
快

く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
話
を
し

て
い
る
う
ち
に
自
分
の
子
育
て
に

つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
が
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
「
ま
ず
は
親
が
子
の
話

を
聞
い
て
あ
げ
る
体
験
が
な
い
と
、

子
ど
も
は
先
生
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
」
と
い
う
言

葉
に
と
て
も
共
感
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
素
敵
な
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来
年
も

存
続
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
ル
パ
ン
の
友
人
さ
ん
・
35
歳
・
山
内
）

　
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
事
業

は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、
こ

う
し
た
相
談
業
務
は
、
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
継
続
す
る
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
決
ま
り
し
だ
い
、

市
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日本国秋田県横手市

３３
（１/16～２/15日到着分）

（１/16～２/15日到着分）

１１
20112011

ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

た
よ
り

厚木市と横手市の子どもたちが合作した巨大雪だるま

厚木市と横手市の子どもたちが合作した巨大雪だるま

読者の声



【無料相談】  行 … 行政   税 … 税務（10：00～12：00／13：00～15：00）
      法 … 法律（要予約）    心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】 当 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

      児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口 32-2111（内線8529）
 ・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心法
税

急
児

3/1　203/1　20

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

６日（日）「ドラゴンボールＺ　龍拳爆発！！
　　　　　　　　　　　悟空がやらねば誰がやる」【52分】
13日（日）「ライアンを探せ！」　　　　　　　　   【82分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880
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木戸五郎兵衛神社初午祭り

■３月16日（水）
　

　沼館地区にある木戸五郎兵衛神社の例祭は、
旧暦２月の初午の日に行われることから『初午
祭り』と呼ばれています。
　町内や職場単位で作った梵天や恵比寿俵を担
いだ若衆たちが、ぼんでん唄を歌いながら町内
を練り歩いて神社に集結。威勢よくもみ合いな
がら、次々と神社に恵比寿俵を奉納し、商売繁
盛や五穀豊穣を祈願します。
◆日　程／７：00頃～　町内練り歩き
　　　　　11：00頃～　神社奉納（餅まきなど）
◆場　所／木戸五郎兵衛神社
◆問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

はつ うま

平成22年度
　 横手市立小中学校卒業式

【小学校】
３月16日（水）　
 10：00～　栄、境町、黒川、浅舞、吉田、
　　　　　醍醐、雄物川北、南（雄物川）、
　　　　　福地
 13：30～　横手南、旭、金沢、増田、大森、
　　　　　十文字第一、十文字第二、植田、
　　　　　睦合、山内、田根森
 14：00～　朝倉
３月17日（木）　
 10：00～　阿気

【中学校】
３月11日（金）　
 13：30～　鳳
３月12日（土）　
 10：00～　横手南、平鹿、雄物川、大雄
 13：30～　横手西、金沢、増田、大森、十
　　　　　文字、山内
◆問合せ　市教育委員会教育指導課
　　　　　　35-2123（または各小中学校）

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 法 横手地域局３階 10：00～12：00／13：00～15：00、

   社協・横手福祉センター 33-8668

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 横手地域局３階

 心 十文字町幸福会館

バレーボール Ｖ・チャレンジリーグ女子横手大会

 ～６日、横手体育館 35-2173

 急 市立横手病院（熊谷医師） 32-5001

 児 平鹿総合病院（岡田医師） 32-5124

 法 十文字町幸福会館

    10：00～12：00、社協・十文字福祉センター 42-5858

 心 大森コミュニティセンター

 健康相談・栄養教室 10：00～11：00、大森健康温泉

 心 雄物川コミュニティセンター

 行 横手地域局１階総合案内 13：00～15：00

 税 横手地域局３階

 心 増田地区多目的研修センター

 行 心 社協・大雄福祉センター

 急 山﨑医院（平鹿） 24-1009

 児 平鹿総合病院（無江医師） 32-5124

 法 社協・大雄福祉センター

    10：00～12：00、社協・大雄福祉センター 52-3311

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

木戸五郎兵衛神社初午祭り

 法 市役所南庁舎 13：00～15：00、市総務課 35-2161

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 横手地域局３階

 心 十文字町幸福会館

 急 市立横手病院（小山医師） 32-5001

 児 平鹿総合病院（石橋医師） 32-5124
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 行 雄物川保健センター 10：00～12：00行
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暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー


